






要約:「山梨県社会福祉村」は、精神薄弱児・者、肢体不自由児などの社会復帰と障害の

ある人達と地域の人々との交流をはかることを目的として、いくつかの施設が集まった総

合社会福祉施設である。これらの施設には、病院、学校、更正施設、授産所などがふくま

れ、障害者の適性と能力を最大限に発揮するため、医療・教育・生活指導・職能訓練等が

多角的にそれぞれの専門家によって行われている。このなかで特に障害児に関連する施設

は、肢体不自由児施設と重症心身障害児施設である「あけぼの医療福祉センター」、精神

薄弱児施設である「育精福祉センター」であり、さらに「あけぼの医療福祉センター」の

入所児を対象に設置された「あけぼの養護学校」では、小・中・高校に準じた教育が行わ

れている。また精神薄弱児の児童・生徒を対象として「わかば養護学校」が設置されてお

り、小・中・高校に準じた教育が行われているとともに障害に応じた必要な知識技能を習

得させることを目的としている。社会福祉村の施設のうちで特に障害児に関連したこれら

の施設について概観し、特徴および問題点を考察した。


